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選抜プロセスは、採用人材を絞り込むだけでなく、  

新人を育てる初めての機会であると考えてみましょう。  
 

選抜プロセスで、自社を知ってもらい、  

自社で仕事をする姿勢、  

自社で自らを伸ばす方法を培ってもらいましょう。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自社の風土を言葉として表しておきましょう。 

自社で成長すると、どんな人材が育つのでしょう。 

  如何なる人材が実現できるのかを想定してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

◆自社人材の特徴を洗いだしておきましょう。 

いろいろな人たちがいますが、必ず組織としての特徴があるはずです。 
特徴の分析＆抽出はお任せください。 

応募者が姿を表すための舞台を考えましょう。 
採用プロセスをそのままに、質問の内容、方向、応募者の発言の場を検討しましょう。  

 

 

 

 

採用 応募者に 

真の姿を現してもらう試み 

文章分析≪文道≫ 株式会社シードウィン  
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言葉を素材にした分析 

新しいモノサシ、文章分析を 

活用してください。 

 

 

応 募 者 を 知 る の に 僅 か

な 時 間 し か な い の で す

から、２つの勢いを合わ

せてみましょう。  

第一は、応募者をできる

だけ知ろうとする姿勢。 

第二は、応募者自身に自

ら を 明 ら か に し よ う と

す る 場 を 作 り あ げ て み

ましょう。  

「社風」という単語が使われていますが、あまり自社の風土を語っていないようです。社風にたい
した意味がないとするのも一つの考え方です。しかし、社風は、漠然と自分たちの中に存在してい
て、社内で安心して仕事ができる、思いきり頑張れる場所を示しているのかもしれません。  

採用に値する人材について理想が語られ、求めるべき優秀な人材を採用しようとします。いくつ
かのプロセスを経て絞り込んでいきます。採用結果を見ると、「気の合う仲間たち」を中心に採用し
ている場合が大半です。論理的な理由を元に相性の合う人を決めているようです。当然の結果だろ
うと思いますが、どれほどに確信を持てるようにするかです。  

だから、自社の期待を応募者に語り、応募者の意識、目的を自らの言葉で語ってもらう状況が作
りだされれば、充実した採用プロセスと結果が得られるはずです。  

 

いろいろな場面があ

 
応募者が、自身と自身の未来を考える機会を提供すると、

応答が模範回答から自由になる可能性が上がります。  

 



何よりも質問の内容が大切 

聞く出すためだけでなく、考えてもらうための質問です 
設計&分析はお任せください。  

 

 

  

 

 

応える姿勢、方向性を観察してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明会や研修、ディスカッションを通して 

 

 

 

 

 

育成できるか、育成方法はあるか、は一つの判断基準になります。 

 人には変えられない特性があります。一人でする方が良いか、チームでする方が良いか、

理解した上で行動するか、ともかく始めてみるか、生活観、価値観はどうか、などです。

これらを踏まえて、成長させられるところを見つけるようにしましょう。  

 

人材の自社の能力平均をご存じでしょうか。  
優秀な人を選びたいのは自然です。一見、優秀に見えても問題がある場合もあるでしょ

う。平均を知って、出来れば平均より上を選んだ方が良いでしょう。問題をカバーできる

良さを知っておくことが大切です。  

自社内でも、平均の変化、平均成長速度が組織成果に影響を与えているはずです。売り

上げ目標の上昇を人材成長が追いかけますが、組織発展、変革は人材成長が推し進めます。  

 論理とか、理想とかに関わりなく、平均は単純な基準になりますから、使う、使わない

に関わりなく、知っておく必要があります。  

 

人事の業務について表した弊社ホームページ【人事部 事次第】をご覧ください。 

http://www.seedwin.co.jp/human_menu.html 

 

 

一般的な質問であれば、平均的な答えが返ってきます。正解とか模範回答を探しがちになりま

す。過去を尋ねるのは当然でしょう。しかし、現在から未来についての考え方を聞いてみる必要

はあります。調べてみる、試してみるなどの行為があって答えられるがあっても良いでしょう。

漠然と未来を聞いても仕方がありません。「こんなとき、どうするか」などの尋ね方もあります。 

ディスカッションの場で、「リーダーシップを取る」「ファシリテータとして発揮する」「主張が

際立っている」などは大きな決めてにはなりません。話すより書く方が得意な人もいますし、速

断するよりもじっくり考えてから動く人もいます。黙って皆を引っ張っていく人もいます。話す、

書くの両方から見つめていく方が良いでしょう。そして、今ではなく、これからを期待できるか

を推測してみましょう。  
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